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食品タンパク質由来生理活性ペプチド  
   のヘルスケア素材としての応用 

【キーワード】  生理活性ペプチド 健康機能素材 内毒素中和作用 創傷治癒作用 感染防御作用 

 

 

 

 

ペプチドの創傷治癒(傷を速く治す)作用 

本技術の特徴と健康増進・疾病予防への応用 

ペプチドの感染防御(抗菌)作用 

ペプチドの内毒素中和(抗炎症)作用 

米タンパク質由来ペプチドのアミノ酸配列と特徴 

まとめ方の出典：（株）富士経済 

想定される 
ペプチドの

用途 

オーラルケア 

機能性化粧品 

エンドトキシン（内毒素）[リポ多糖：Lipopolysacchride (LPS)] 

アクネ (ニキビ) 

歯周病菌 

日和見感染真菌 

う蝕菌〔虫歯菌〕 

歯周病菌 

日和見感染細菌 

化膿性疾患〔肺炎〕 

 
特許第4982908号 

(平成24年5月登録) 
 
特願2014-005625  
（化学合成ペプチド） 
 

特願2016-034926  

(天然ペプチド) 

知的財産 

ペプチドは、LPSに直接結合することによって 

中和（解毒）することがわかった。 

ペプチドは内皮細胞の管腔形成を 

促進することがわかった。 ペプチドは、ヒト病原微生物に対して、抗菌活性を発揮することがわかった。 
ペプチドは内皮細胞の遊走を 

促進することがわかった。 

LL-37（ポジテフブコントロール）は、ヒトのペプチド 


